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「ユーザー銘柄管理へ一括して銘柄を登録する方法」

ＪＰ法株価分析システムの「ユーザー銘柄管理」は、注目した銘柄を登録しておくため
のものです。

基本的な登録方法は、コード番号を入力していくだけです。

「絞り込み検索」を使い、合格した銘柄を登録する場合は、１つ１つコード番号を入力
していくのは、面倒ですから、「７４．検索結果→銘柄シート」を使います。
コード番号を入力する事なく、一括で登録出来ます。

では、インターネット上のサイトに載っている銘柄を一括して取り込むには、どのよう
にしたらよいのでしょうか。

今回は、その手順を紹介します。

まず、「ユーザー銘柄管理」に登録するためには、コード番号だけが必要です。
※コード番号は半角です。

そして、その並び方が縦に一列でないと、簡単に取り込む事は出来ません。

例えば通常、株のランキングサイトは取り込めますが、コード番号がバラバラに書いて
いるページは無理です。

具体例をみてみましょう。
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下記のページは、「みん株」の買い予想のページですが、コード番号が縦一列に並んで
いないので、無理です。

http://minkabu.jp/portfolio/list

コード番号の並びがバラバラ
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こちらのページは、yahooファイナンスのランキングページです。

配当利回りの高い順に並んでいます。

https://info.finance.yahoo.co.jp/ranking/?kd=8&mk=1&tm=d&vl=a

コード番号が縦一列に並んでいます。

このようなページであれば、取り込み可能です。

次にこのページの取り込み手順を解説します。

配当利回りの高い順の銘柄を「ユーザー銘柄管理」へセットする方法となります。

この手順を覚えれば、yahoo ファイナンスからだと、「信用売り残増加」順といった銘柄
もＪＰ法ソフトへ取り込み可能です。
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■手順

必要なのはコード番号だけなので、コード番号の枠にマウスを合わせて、

CTRLキーを押しながら、マウスを下方向へドラッグします。

そうするとこのように、枠が表示されます。※今回は紙面の大きさの都合上 20銘柄のみ
としました。

この状態で、続けてCTRLキーと[C]を同時に押します。

画面に変化はありませんが、ここまでの手順で選択された項目、つまりコード番号が、
コピーされた状態になっています。

※メモリ上(クリップボード)に一時的に保存されている状態。一時的なので、次にコピ
ーの操作をすると、上書きされてしまいます。

次は、コピーされた状態の銘柄コードをファイルに書き出す作業をします。

EXCEL、WORDなどでも構いません。ここでは、「メモ帳」に書き出してみます。



- 5 -

スタートボタンから、Windowsアクセサリ→メモ帳をクリックします。
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メモ帳が起動します。

「編集」から「貼り付け」をクリックするか、CTRLキーと[V]を同時に押します。
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銘柄コードが入ってきます。

これを保存します。

「ファイル」から「名前を付けて保存」をクリックします。



- 8 -

名前を付けて保存の画面が表示されます。

ここに、[c:\winjpdta]と入力し、エンターキーを押します。
※大文字、小文字、どちらでも構いません。

ＪＰ法ソフトで使うデータ保存先フォルダ、[C:¥WInJPDta]に今回作成したファイルを
保存したい、という事です。
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このように保存場所が変わります。

ファイル名に haitou.csv (必ずファイル名.csvの形式する事) と入力

ファイルの種類は、「すべてのファイル」を選択します。

こうなります。

ここまで出来たら、「保存」をクリックします。
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ファイル名が haitou.csvとなります。

もうメモ帳の画面は必要ありませんので、×で閉じ、「ユーザー銘柄管理」を起動しま
す。

「四季報」ボタンをクリックします。
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WinJPDtaフォルダが開かれます。ここから haitou.csv を探します。

みつけたら、 haitou.csv をクリックし、続けて「開く」をクリックします。

ここに haitou.csv が張っているのを確認。
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このように入ってきます。こうなれば成功です。

あとは、銘柄シート番号を入力し、「書込」をクリックします。
ここまでの作業で手順はおしまいです。
注意点は、メモ帳に取り込むのは、縦一列にコード番号のみです。

これが重要

コード番号のみ
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失敗例 コート番号以外にも情報が入ってしまった。

この状態で取り込むと、こうなってしまいます。
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コード番号の枠を拡げると、こんな感じです。

全ての情報がコード番号の枠に入ってしまいました。

なので、コード番号のみが必要、という訳です。
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例えば、リチウムイオン電池関連銘柄は、下記の「株マップ.com」に載っており、
コード番号が縦一列なので、これもユーザー管理へ取り込むことができます。

http://jp.kabumap.com/servlets/kabumap/Action?SRC=home/base

「リチウムイオン電池」

コード番号が縦一列となっている。
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これを先に紹介した手順で取り込むとこうなります。

いかがでしたでしょうか？

インターネット上のサイトと今回紹介した手順を使い、効率よく銘柄をセットし、ＪＰ
法ソフトをご活用下さい。

ＪＰ法ソフトのここを解説して欲しい、という要望がありましたら、ご連絡下さい。


